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伸びゆく 明 日の 農業者
一 第 8回 FFO大 会 か ら- (前弓乃つづき)

前弓ではlltll､O大会の行事風景･と北農及び中農高校代

表による7oPジェクト発衣の要旨を紹介しましたが､今

LBjもそれに,jrき柁いて ｢宮古農林高校代表の国仲キヨさ

ん､前里昌子さん｣虫二^による7oPジェクト堀 米の嘆

旨を紹介します｡

なお堀米テ-マは ｢無罪茸鶏の研究｣でありますO

~~二ナ 1レヽ JF■

ニ ワトリの翠は,もともとエサを求めてとひ岨るた

めに､または､外部の条件から体射呆L濫するために､あ

るいは､他の動物の顎饗からのかれるためにあったもの

と考えられる｡

しかし､艮V,年月にわたって人間に飼いならされた-

ワト1)は､その生活環境はすっかり変 り､バクリー式､

ケ-ジ式などの近代鶏舎の中で､生活に必襲な最小限度

のLdI'横しかij･えられていない.史に改良された品種ほど

暑さにEjSjく､卦熱帯の沖札では､もはや防寒のための巽

は不必壁である｡

このような見地から,ふ化して間もなV,ヒナの主喝を

除去することによって､ こういった碩)Lk何らかの結果が

碍られるのではないかとその研究に着手した｡

研 究のIJ確 として､まず健全な横班7oT)マスロック

種のオス6判,メス4判を各 同々数ずつ2群に分けた｡

ふ化後7HRに1群のrlq喝を-サミで切断した｡この

無闇の群をA群､そのままのものを13群とし､両群とも

同一一条件で試験を始めた｡

そ の結果､A群はバクリー合の中で生活の不適応と

V,う点は何も見られず､また､夏の暑V,季節を通して､

B群より¥)屠さに刈する机抗を余 り示さなか った｡

次に､ふ化絶~1カ戸日に､,.つ史で ,i:､A群より4)B群の

-j5'かやや碓育良好であっ7,が､2カ月uからは速にA群

の方がよくな った.即ち､′t週間Hの平均体重はA群が

(9)

写 実 は そ の 発 表 風 景

2175g､B群が 222.7gであ った｡しかし2カ月目では

A群が760g､B群が716gにな った｡/1カ月RではA群が

1626g､B群が1.536g,6カ月目ではA群が2370gで､

B群は2184gとな ったDこの様にA群は1カ月日ごろま

ではB群に劣 ってV,たが､2カ月Flには逆転してB群を

44gも引きはなし､更に6カ月目には186gもFjT離したO

また､6カ月目の合計体重においても､A群は930gも多

かった｡

しかし､7カ月になると､その差は次節に′J､さくなっ

て6〇gになったOこれは主環のないA群が6カ月臼を最

盛期として発育かよかったことを誰明するものである｡

王 翼の切断都は上博皆のつけ恨であるが､ この部分

は肉J:IJ用の点からすれば､むしらない方がよい｡したが

って､鞭巽養篤の札酎よ､単に鶏の発育が速いとV,うこ

とだけでなく､肉の歩留りをよくするものであるo

L のように座環董鴇は､鶏肉生産を増大させる一手

段として適山うであると考えられるので､今後もこの研究

を縮けてV,きたい｡ (まとめ .古謝 瑞事)


